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第３章 計画の基本理念と目標 

 

１．計画の基本理念                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本町では、高齢者が要介護状態になっても可能な限り住み慣れた地域において継続して生

活できるよう「地域包括ケア」の考え方に基づき、高齢者福祉施策を推進してきました。 

住み慣れた地域で安全に安心して暮らすことは、高齢者のみならず地域に暮らす全ての住

民の願いです。 

 

地域で暮らすさまざまな人々の違いや多様性を認め合い、いろいろな困難を抱えている人

を排除するのではなく、支え合い・助け合いの精神で自立を支援し、地域社会への参加と参

画を促し、共に生きる社会づくりが必要です。 

 

本計画では、前計画での基本理念を継承することを基本として、美しい自然と住みよい環

境の中で、高齢者が地域社会の一員として尊重され、安全に安心して暮らせるよう、行政や

社会福祉事業者のみならず、地域社会を構成するさまざまな主体がそれぞれの役割を果たし

ながら、協力・理解・連携により一体となった取組の推進により、生涯を通して健やかで生

きがいをもって暮らすことができる心のかよいあう地域社会の実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

地域の人々がお互いに協力しあいながら、高齢者が

いつまでも健康で生きがいをもって過ごすことので

きる心のかよいあう高齢社会をめざして 
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２．計画の目標                           

計画の理念を実現するため、次の４つの基本目標を設定します。 

 

 

 

 

地域包括ケアシステムは、高齢者が可能な限り住み慣れた地域で自立した日常生活を営む 

ために、医療、介護、介護予防、住まいや自立した日常生活の支援が包括的に確保される体 

制のことです。 

本町における地域包括ケアシステムを深化・推進するため、地域包括支援センターの体制 

強化を図るとともに、在宅医療・介護の連携の推進、認知症施策推進総合戦略（新オレンジ 

プラン）に基づく認知症施策等を推進します。 

 

 

 

 

 

 

高齢者の在宅生活を困難にする大きな要因のひとつに認知症があります。 

認知症は高齢になるにつれ発症率が高くなるといわれており、本町においても団塊の世代

が既に高齢期を迎え、さらには後期高齢者が増加していく中で認知症高齢者はますます増加

すると予測されます。 

認知症高齢者に対する支援として、認知症への理解を深めるための知識の普及や啓発、認

知症の人の介護者への支援を推進します。 

 

 

 

 

 

 

高齢者が住み慣れた地域で質の高い自立した生活が送れるとともに介護を理由とする離

職者を無くすことを目指し、ひとり暮らし高齢者や介護を必要とする高齢者の家族等に対し

て、生活の利便性の向上や安全・安心の確保、人との交流を促進し、介護サービスのみなら

ず在宅福祉サービスの充実を図ります。 

 

基本目標１ 地域包括ケアシステムの深化・推進 

基本目標２ 認知症施策の推進 

基本目標３ 高齢者福祉サービスの充実 
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住民が健やかで心豊かに生活できる活力ある社会を実現するためには、壮年期での健康づく

りや生活習慣病の予防を進め、健康寿命を延伸していくことが大変重要になります。 

また、高齢になっても地域で自立して生活を続けるためには、できる限り介護が必要になら

ないよう、介護予防の取り組みが大切です。 

介護予防については、住民運営の通いの場を充実させ、人と人とのつながりを通じて参加者

や通いの場が継続的に拡大していくような地域づくりを推進するとともに、地域全体で支援の

必要な高齢者を支える体制をつくり、高齢者自身がそのような取り組みを通して介護予防や生

きがいづくりにつながるような仕組みづくりを行うとともに、地域の実情に応じた効果的・効

率的な介護予防の推進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標４ 介護予防の推進 


